
 

 

「第六次吉見町総合振興計画・後期基本計画（素案）」に対する 

パブリックコメントの実施結果について 
 

１．実施時期 令和８年１月７日（水）から令和８年１月２１日（水）まで 

２．意見の件数 ２件 

３．意見提出者数 １名 

４．意見の概要 

No 項 目 意見の概要 町の考え方 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来地図（P28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別

目標（P40） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「未来地図」における「活用

検討エリア」「沿道活性化ゾー

ン」が商業地候補にあるとする

ならば、地権者・関係事業者・

農地所有者等の間で、どの程度

まで、どのような内容の合意形

成が進んでいるのか、明らかに

していただきたいです。 

 

 

〇目標の達成状況をみるため

の評価指標（KPI） 

（１）町内小売業の売場面積 

前期計画の町内小売業売場

面積基準値は7,854㎡であるの

に対し、後期計画の同基準値は

7,824 ㎡と微減しているに関わ

らず、目標値は 16,854 ㎡のま

まとされています。この実質的

倍増計画について、実効性を担

保する具体的構想（想定事業主

体、想定立地、実施時期）や、

現時点での行政の取組（用地確

保状況、土地利用規制整理の進

捗）を示していただきたいで

す。 

 

「未来地図」における「活用

検討エリア」及び「沿道活性化

ゾーン」につきましては、町の

将来的なまちづくりの可能性

を地図上に示したものであり、

現時点で具体的な事業化や地

権者との合意形成を進めてい

るものではありません。 

 

 

ご指摘の『町内小売業の売場

面積』の目標値の考え方につき

ましては、道の駅周辺の産業交

流拠点形成と沿道活性化ゾー

ンの可能性を鑑みた値として

おります。 

なお、行政だけではなく民間

の進出も含めた目標値として

おります。 
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（２）デマンド型交通年間乗車

人数 

 デマンド型交通年間乗車人

数について、基準値 6,774 人か

ら 7,808 人への増加が示され、

いずれも目標値 12,000 人とさ

れておりますが、これは過去の

巡回バスの年間利用者数基準

値の 1/4-1/3 規模に留まりま

す。この目標値は、町民の実際

の移動受容をどのように推計

した結果なのでしょうか。 

 

免許返納が困難な状況が続く

場合、高齢ドライバーの増加に

より重大事故のリスクや、施設

入居等に伴う空家増加のリス

クが高まるおそれがあります。

交通需要の再調査を行ったう

えで、より抜本的施策を検討す

る必要があるのではないかと

考えます。 

町民アンケートからも、居心地

の高さに対して生活利便性へ

の満足度が低い状況が伺えま

す。もう一歩ふみこみ、実情に

即した施策を具体的に議論す

べきではないかと思います。 

 

ご指摘のデマンド型交通の

目標値における推計につきま

しては、利用実績に基づき段階

的に増加させる目標としてお

ります。 

なお、過去に実施しておりま

した巡回バスとは利用形態が

異なるため、単純な比較は難し

いと考えております。 

 

 

 

 

第六次吉見町総合振興計画

は、一つひとつの施策を網羅す

る「事業管理型」から、多様な

主体が協力しながら取り組む

共通の目標を中心とした「目標

管理型」の計画となっておりま

す。そのため、個別の事業につ

いては、各種分野別計画等で定

めているところです。 

ご指摘の公共交通のあり方

につきましては、国の推計では

令和 24 年に高齢者人口がピー

クを迎える予測であり、運転免

許証返納者も増加すると見込

んでおります。今後は利用者ニ

ーズを考慮し、より効果的な制

度となるよう検討してまいり

ます。 

 

 


